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Ideas for Japanese-Language Classrooms

今
いま
、日

に
本
ほん
では、学

がく
生
せい
や社

しゃ
会
かい
人
じん
向
む
けの日

に
本
ほん
語
ご
の練

れん
習
しゅう

帳
ちょう
や反

はん
省
せい
帳
ちょう
など、日

に
本
ほん
語
ご
に関

かん
する本

ほん
がたくさん出

しゅっ
版
ぱん

され、日
に
本
ほん
人
じん
による「日

に
本
ほん
語
ご
ブーム」が続

つづ
いています。

そんな中
なか
、朗

ろう
読
どく
や音

おん
読
どく
が注
ちゅう
目
もく
されています。子

こ
どもの

国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
だけでなく、大人

お と な
向
む
けにも「日

に
本
ほん
語
ご
の美
うつく
しさ

を再
さい
認
にん
識
しき
する」「脳

のう
を鍛

きた
える」などのキャッチフレー

ズでCD付
つき
の教
きょう
材
ざい
がたくさん出

しゅっ
版
ぱん
され、声

こえ
に出

だ
して日

に

本
ほん
語
ご
を読

よ
む楽

たの
しさが伝

つた
えられています。選

えら
ぶ題

だい
材
ざい
に

よっては、ことば遊
あそ
びの日

に
本
ほん
語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう
になるでしょう。

◆朗
ろう
読
どく
・音

おん
読
どく

1） 発
はっ
声
せい
練
れん
習
しゅう

五
ご
十
じゅう
音
おん
図
ず
は発

はっ
声
せい
練
れん
習
しゅう
にも使

つか
えます。日

に
本
ほん
語
ご
の発

はっ
声
せい

練
れん
習
しゅう
によく使

つか
われるのが、次

つぎ
の「口

くち
の運動

うんどう
」です。

あえいうえおあお a, e, i, u, e, o, a, o

かけきくけこかこ ka, ke, ki, ku, ke, ko, ka, ko

させしすせそさそ sa, se,shi, su, se, so, sa, so

たてちつてとたと ta,・・・・

さあ、このやり方
かた
で「わ行

ぎょう
」までやってみましょう。

鏡
かがみ
を見

み
て、次

つぎ
のような形

かたち
で発

はつ
音
おん
できるとよいで

しょう。

2）早
はや
口
くち
ことば

次
つぎ
に、早

はや
口
くち
ことばの練

れん
習
しゅう
をしましょう。みなさんの

国
くに
にも早

はや
口
くち
ことばがありますか？　日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
セン

ターの研
けん
修
しゅう
を受

う
けているいろいろな国

くに
の先

せん
生
せい
方
がた
にそれ

遊
あそ
び的

てき
な要

よう
素
そ
を加

くわ
えると、授

じゅ
業
ぎょう
の雰

ふん
囲
い
気
き
が変

か
わ

るだけでなく、学
がく
習
しゅう
効
こう
果
か
が高

たか
まることもありま

す。今
こん
回
かい
は、前

ぜん
回
かい
に続

つづ
き、日

に
本
ほん
語
ご
のことば遊

あそ
び

を授
じゅ
業
ぎょう
作
づく
りに生

い
かすアイディアを紹

しょう
介
かい
します。

目
もく
的
てき

日
に
本
ほん
語
ご
のことば遊

あそ
びを通

とお
して自

じ
分
ぶん
を表
ひょう
現
げん
する。

ことばで遊
あそ
びながら楽

たの
しく学

がく
習
しゅう
する。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ
級
きゅう
後
こう
半
はん
～上

じょう
級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん
人
にん
でも

テーマ “もっと”ことばで遊
あそ
ぼう！

ア イ ウ エ オ

ぞれの早
はや
口
くち
ことばを披

ひ
露
ろう
してもらうことがあります。

意
い
味
み
がわからなくても、いろいろな国

くに
の早

はや
口
くち
ことばを

聞
き
くだけでも楽

たの
しくなります。語

ご
彙
い
が簡

かん
単
たん
なものだと、

意
い
味
み
もわかってより楽

たの
しい練

れん
習
しゅう
となるでしょう。

3）詩
し

有
ゆう
名
めい
な詩

し
の中

なか
には、語

ご
彙
い
が簡

かん
単
たん
でリズムがよく、初

しょ

級
きゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
でも扱

あつか
うことができるものがありま

す。例
たと
えば谷

たに
川
がわ
俊
しゅん
太
た
郎
ろう
の詩

し
など、「ことばあそびうた」

として絵
え
本
ほん
も出

で
ています。

「いるか」谷
たに
川
がわ
俊
しゅん
太
た
郎
ろう

（出
しゅっ
典
てん
：谷

たに
川
がわ
・瀬

せ
川
がわ
（1973））

次
つぎ
のように、動

どう
物
ぶつ
のいるか以

い
外
がい
にどんなことばがか

くれているか考
かんが
えさせながら、詩

し
の内

ない
容
よう
を確

かく
認
にん
すると

よいでしょう。

①青
あお
巻
まき
紙
がみ
、赤

あか
巻
まき
紙
がみ
、黄

き
巻
まき
紙
がみ

②となりの客
きゃく
は、

よく柿
かき
食
く
う客
きゃく
だ。

③バス、ガスばくはつ

い
る
か
い
る
か

い
な
い
か
い
る
か

い
な
い
い
な
い
い
る
か

い
つ
な
ら
い
る
か

よ
る
な
ら
い
る
か

ま
た
き
て
み
る
か

い
る
か
い
な
い
か

い
な
い
か
い
る
か

い
る
い
る
い
る
か

い
っ
ぱ
い
い
る
か

ね
て
い
る
い
る
か

ゆ
め
み
て
い
る
か
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を思
おも
い浮

う
かべながら声

こえ
に出

だ
してみましょう。

次
つぎ
に、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が自

じ
分
ぶん
で作

つく
る「創

そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
」とい

うことば遊
あそ
びを紹

しょう
介
かい
しましょう。

◆創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

「四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
」というのがありますね。例

たと
えば、「一

いっ
石
せき
二
に

鳥
ちょう
」や「前

ぜん
代
だい
未
み
聞
もん
」のような、四

よっ
つの漢

かん
字
じ
が一

いっ
体
たい
となって一

ひと

つの決
き
まった意

い
味
み
を生

う
み出

だ
す慣

かん
用
よう
的
てき
な表
ひょう
現
げん
のことです。

そして、今
こん
回
かい
紹
しょう
介
かい
する「創

そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
」はこのよ

うなことばの遊
あそ
びです。

では、「創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
」を作

つく
ってみましょう。

例
たと
えば、「一

いち
日
じつ
千
せん
秋
しゅう
」という四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
があります。

「千
せん
秋
しゅう
」は“千

せん
年
ねん
、長

なが
い年

ねん
月
げつ
”という意

い
味
み
ですが、四

よ
字
じ

熟
じゅく
語
ご
になると、“一

いち
日
にち
会
あ
わなくても長

なが
い間
あいだ
会
あ
っていな

いと思
おも
うぐらいに、恋

こい
しく思

おも
う、待

ま
ち望

のぞ
む気

き
持
も
ちが強

つよ

い”という意
い
味
み
の表
ひょう
現
げん
になります。

これを「一
いち
日
じつ
千
せん
秋
しゅう
」の「千

せん
秋
しゅう
」の読

よ
み方

かた
と同

おな
じこと

ば「先
せん
週
しゅう
」に替

か
えると、「一

いち
日
じつ
先
せん
週
しゅう
」になります。そ

して、この漢
かん
字
じ
四
よっ
つを見

み
ながら何

なに
か新
あたら
しい意

い
味
み
を考
かんが
え

出
だ
してみると、“先

せん
週
しゅう
会
あ
ったばかりなのにもう会

あ
いた

い”のような、新
あたら
しい四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
ができます。これが創

そう

作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
のやり方

かた
です。

教
きょう
室
しつ
では、四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
をいくつか指

し
定
てい
して、それに

ついて各
かく
自
じ
作
つく
らせるといいでしょう。そのときに、

を必
かなら
ず書

か
くようにさせましょう。また、学

がく
生
せい
に四

よ
字
じ
熟
じゅく

語
ご
のリストを渡

わた
したり、上

うえ
のレベルのクラスではウェブ

サイトを紹
しょう
介
かい
したりして、その中

なか
から好

す
きなものを選

えら
ん

で「創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
」を作

つく
るように宿

しゅく
題
だい
にするのもいい

でしょう。
2006年

ねん
度
ど
長
ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
のクラスでは、このようなすば

らしい作
さく
品
ひん
ができました。

できた作
さく
品
ひん
をみんなで比

くら
べ合

あ
って、どの作

さく
品
ひん
がいい

か投
とう
票
ひょう
してみるのもいいでしょう。

2006年
ねん
度
ど
の長
ちょう
期
き
研
けん
修
しゅう
のクラスでは、この作

さく
品
ひん
が最

さい

優
ゆう
秀
しゅう
賞
しょう
に選

えら
ばれました。

*ぞっこんほれ合あ っている＝心こころから愛あいし合あ っている

自
じ
分
ぶん
で考
かんが
えて作

つく
ったりしたら正

ただ
しい四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
が身

み
に

つかない、まちがって覚
おぼ
えてしまうと心

しん
配
ぱい
する先

せん
生
せい
が

もしかしたらいるかもしれません。でも、心
しん
配
ぱい
は要

い
り

ません。学
がく
生
せい
が一

いっ
生
しょう
懸
けん
命
めい
元
もと
の四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
を選

えら
んだり新

あたら

しい熟
じゅく
語
ご
を考
かんが
えたりすることによって、きっと二

ふた
つの

熟
じゅく
語
ご
がいっしょに強

つよ
く頭
あたま
に残

のこ
ることでしょう。

ある保
ほ
険
けん
会
がい
社
しゃ
が「創

そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
」を募

ぼ
集
しゅう
して、いい作

さく
品
ひん

を選
えら
んで発

はっ
表
ぴょう
するイベントを毎

まい
年
とし
行
おこな
っています。毎

まい
年
とし
12月

がつ

半
なか
ば頃

ころ
に発

はっ
表
ぴょう
されますから、上

じょう
級
きゅう
レベルのクラスでは今

こ

年
とし
の優

ゆう
秀
しゅう
作
さく
品
ひん
を紹
しょう
介
かい
してみるのもいいでしょう。その年

とし

の世
せ
相
そう
を反

はん
映
えい
した作

さく
品
ひん
が多

おお
いですから、日

に
本
ほん
事
じ
情
じょう
のいい

勉
べん
強
きょう
にもなることでしょう。ぜひ試

ため
してみてください。

・創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

・読
よ
み方

かた

・意
い
味
み

・元
もと
になった四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

もともとある四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
の中

なか
の漢

かん
字
じ
や読

よ
み方

かた
を少

すこ
し変

か

えて別
べつ
の新
あたら
しい意

い
味
み
のことばを作

つく
り出

だ
す遊

あそ
び

波
は
岸
がん
一
いっ
緒
しょ

意
い
味
み
：ぞっこんほれ合

あ
っている*恋こい人びと同どう士し のこと。

波
なみ
と岸

きし
のように、別

わか
れても、後

あと
必
かなら
ず一

いっ
緒
しょ
になる。

元
もと
の四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
：破

は
顔
がん
一
いっ
笑
しょう

（顔
かお
をほころばせて、にっこり笑

わら
う）

ロシア・クラスノヤルスク市
し
のアンナ・ボイチェンコさんの作

さく
品
ひん

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：有

あり
馬
ま
淳
じゅん
一
いち
（日

に
本
ほん
語
ご
試
し
験
けん
センター設

せつ
立
りつ
準
じゅん
備
び
室
しつ
専
せん
門
もん
員
いん
）、木

き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
）

読
どく
者
しゃ
のみなさんからのアイディア、成

せい
功
こう
例
れい
、失
しっ
敗
ぱい
談
だん
などぜひお寄

よ
せください。

授
じゅ
業
ぎょう
のヒント

①動
どう
物
ぶつ
の「いるか」

②「いるかしら？」「いるかな？」の「いるか」

③「いる」の否
ひ
定
てい
の意

い
味
み
の「いない」

④「現
げん
在
ざい
～ている」の意

い
味
み
の「～ているか」

創
そう
作
さく

四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

相
あい
縁
えん
永
えい
遠
えん

無
む
秒
びょう
即
そく
妻
さい

歯
し
痛
つう
発
はっ
達
たつ

意
い
味
み

お互
たが
いの結

むす
びつきは一

いっ

生
しょう
ずっと続

つづ
く

一
ひと
目
め
ぼれをして1秒

びょう
もた

たないですぐ妻
つま
になりた

い気
き
持
も
ちになる

毎
まい
日
にち
歯
は
がだんだん痛

いた
く

なっていく

元
もと
の四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

（意
い
味
み
）

合縁奇縁
（人

ひと
と人

ひと
の気

き
心
ごころ
が合

あ
った

り合
あ
わなかったりするの

は全
すべ
て縁

えん
による）

無病息災
（病
びょう
気
き
をしないで健

けん
康
こう
で

元
げん
気
き
でいる）

四通八達
（交

こう
通
つう
などが四

し
方
ほう
八
はっ
方
ぽう

に通
つう
じている。人

ひと
の往

おう

来
らい
が激

はげ
しい所

ところ
）

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

住
すみ
友
とも
生
せい
命
めい
～創

そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

http://cam.sumitomolife.co.jp/jukugo/index.html
創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
http://www8.plala.or.jp/shinozaki/cros-s4g.htm

谷
たに
川
がわ
俊
しゅん
太
た
郎
ろう
、瀬

せ
川
がわ
康
やす
男
お
（1973）『ことばあそびうた』福

ふく
音
いん
館
かん
書
しょ
店
てん

四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
データバンク

http://cam.sumitomolife.co.jp/jukugo/index.html
四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
の参

さん
考
こう
書
しょ
http://www.tantaka.com/jukugo/

早
はや
口
くち
言
こと
葉
ば
や四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご
は本

ほん
誌
し
「本

ほん
ばこ」（P.13）で紹

しょう
介
かい
した

『日
に
本
ほん
語
ご
の力
ちから
がのびることばあそび』にも出

で
ています。


